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４
種
の
源
泉
ぜ
い
た
く
に

温
泉
・
浴
場

露
天
風
呂
に
迫
力
の
滝

温
泉
・
浴
場

安
心
・
安
全
を
提
供

安
心
・
安
全

（
耐
震
工
事

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）

掘
り
ご
た
つ
の
囲
炉
裏
端
で

料
理
・
食
事

土
の
香
り
す
る
地
元
食
材
使
う

料
理
・
食
事

　
と
よ
さ
わ
乃
湯
　
大
露
天
風
呂

　「
山
の
神
温
泉
　
優
香
苑
」

（
安
東
慎
吉
支
配
人
）
は
、

花
巻
の
奥
座
敷
、
花
巻
南
温

泉
峡
の
中
間
に
位
置
す
る
、

四
季
の
彩
り
と
木
の
ぬ
く
も

り
に
包
ま
れ
た
湯
宿
。
宮
大

工
が
手
掛
け
た
建
物
は
、
全

館
に
格
子
模
様
の
格
天
井

（
ご
う
て
ん
じ
ょ
う
）や
巧
み

な
細
工
が
施
さ
れ
た
落
ち
着

い
た
空
間
。
４
種
の
源
泉
を

ぜ
い
た
く
に
使
っ
た
源
泉
掛

け
流
し
の
温
泉
も
自
慢
だ
。

　
一
風
変
わ
っ
た
温
泉
名

は
、
山
の
神
様
を
ま
つ
る

「
山
祇
神
社
」
が
こ
の
地
に

あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付

い
た
と
い
う
。
湯
の
花
漂
う

と
ろ
み
の
付
い
た
湯
は
一
度

体
感
し
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い

感
覚
。
花
巻
の
温
泉
郷
で
最

大
級
、
男
女
合
わ
せ
て

畳

の
大
露
天
風
呂

「
と
よ
さ
わ
乃

湯
　
大
露
天
風

呂
」
で
、
宮
沢

賢
治
が
愛
し
た

花
巻
の
星
空
、

豊
沢
川
の
せ
せ

ら
ぎ
と
と
も
に

楽
し
み
た
い
。

　
湯
屋
の
趣
が

あ
る
高
い
天
井

の
「
と
よ
さ
わ

乃
湯
　
内
風

呂
」
、
開
放
的

な
「
こ
も
れ
び
乃
湯
　
内
風

呂
」
「
こ
も
れ
び
乃
湯
　
新

露
天
風
呂
」
も
体
験
し
た
い

施
設
だ
。

　
▽
山
の
神
温
泉
　
優
香
苑

は
岩
手
県
花
巻
市
下
シ
沢
字

中
野

の
１
。
☎
０
１
９
８

（
３
８
）５
５
２
６
。http:/

/www.yuukaen.jp/

　
滝
見
露
天
風
呂

　
「
美
味
求
真
の
宿
　
天
童

ホ
テ
ル
」
（
押
野
茂
社
長
）

の
温
泉
は
、
〝
天
童
一
〟
の

広
さ
を
誇
る
湯
船
で
ゆ
っ
た

り
と
寛
げ
る
。
肌
が
ツ
ル
ツ

ル
に
な
る
と
評
判
で
、
癒
や

し
の
ひ
と
時
を
過
ご
せ
る
。

　
大
浴
場
は
、
「
殿
の
滝
」

と
「
姫
の
滝
」
。
そ
れ
ぞ
れ

に
併
設
さ
れ
た
「
滝
見
露
天

風
呂
」
は
、
湯
船
の
前
に
広

が
る
大
滝
が
水
し
ぶ
き
を
あ

げ
て
勢
い
よ
く
流
れ
落
ち
、

迫
力
と
開
放
感
を
満
喫
で
き

る
。
滝
か
ら
吹
き
寄
せ
る
風

が
心
地
よ
く
、
昼
と
夜
と
で

は
違
っ
た
趣
が
楽
し
め
る
。

　
各
大
浴
場
に
は
サ
ウ
ナ
ル

ー
ム
も
。
脱
衣
所
も
広
く
、

「
姫
の
滝
」
に
は
女
性
に
配

慮
し
た
専
用
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー

ム
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。

　
温
泉
に
加

え
、
和
洋
中
の

各
専
門
料
理
人

が
腕
を
ふ
る
う

折
衷
会
席
料
理

も
評
判
。
山
形

県
産
の
米
「
つ

や
姫
」
、
特
選

の
山
形
牛
な
ど

こ
だ
わ
り
の
食

材
を
使
い
、
あ

し
ら
い
や
ソ
ー

ス
ま
で
手
の
込

ん
だ
料
理
が
堪
能
で
き
る
。

　
▽
美
味
求
真
の
宿
　
天
童

ホ
テ
ル
は
山
形
県
天
童
市
鎌

田
本
町
２
の
１
の
３
。
☎
０

２
３（
６
５
４
）５
５
１
１
。

http://www.tendohotel.co.j
p/

　
開
放
感
あ
ふ
れ
る
フ
ロ
ン
ト

　
風
光
明
媚
な
日
本
三
景
・

松
島
を
見
下
ろ
せ
る
高
台
に

建
つ
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘

（
磯
田
光
治
社
長
）
。
耐
震

工
事
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

を
終
え
、
新
し
い
装
い
で
お

客
さ
ま
を
迎
え
て
い
る
。

　
「
よ
り
安
心
・
安
全
、
よ

り
快
適
な
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
」と
、

２
０
１
７
年
１
月
か
ら
工
事

に
着
手
、
今
年
７
月
に
全
て

の
工
事
を
終
え
た
。
１
期
で

は
客
室
の
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン

グ
、
２
期
で
は
客
室
の
ア
ネ

ッ
ク
ス
と
売
店
、フ
ロ
ン
ト
、

メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ「
潮
騒
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

　
大
観
荘
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
、

松
島
湾
を
一
望

で
き
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
良
さ

に
加
え
、
２
種

類
の
バ
イ
キ
ン

グ
と
和
食
会
席

料
理
か
ら
選
べ

る
夕
食
や
、
開

放
感
あ
ふ
れ
る

露
天
風
呂
な

ど
、
魅
力
は
尽

き
な
い
。

　
「
新
し
い
大

観
荘
を
体
験
し

て
ほ
し
い
」
と

自
信
を
持
っ
て

お
勧
め
し
た
い
。

　
▽
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
は

宮
城
県
松
島
町
松
島
字
犬
田


の

。
☎
０
２
２
（
３
５

４
）２
１
６
１
。https://ww

w.taikanso.co.jp/

海
山
の
幸
な
ど
を
炭
火
焼
で
堪
能
で

き
る
炉
端
会
席

　
秀
峰
岩
手
山
が
望
め
る
岩

手
県
・
鶯
宿
温
泉
の
ホ
テ
ル

森
の
風
鶯
宿
（
阿
部
孝
二
社

長
）
。
抜
群
の
景
色
と
癒
や

し
の
温
泉
と
共
に
、
同
館
の

大
き
な
魅
力
が
料
理
だ
。
料

理
長
が
旬
の
食
材
を
生
か

し
、炉
端
会
席
や
創
作
和
食
、

創
作
イ
タ
リ
ア
ン
バ
イ
キ
ン

グ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皿
に
岩
手

の
四
季
を
映
し
出
す
。

　
炉
端
会
席
の
夕
食
は
、
岩

手
な
ら
で
は
の
南
部
曲
り
家

を
思
わ
せ
る
、
囲
炉
裏
ス
タ

イ
ル
の
食
事
処
で
。
三
陸
の

海
の
幸
や
、
岩
手
が
誇
る
山

の
幸
、
採
れ
た
て
野
菜
な
ど

を
炭
火
焼
で
堪
能
で
き
る
。

ゆ
っ
た
り
座
れ
る
掘
り
ご
た

つ
の
囲
炉
裏
端
で
、
和
や
か

な
時
間
を
過
ご

せ
る
。

　
本
格
フ
レ
ン

チ
と
和
食
を
融

合
さ
せ
た
創
作

和
食
。
岩
手
が

育
む
海
の
幸
や

山
の
幸
を
使
用

し
、
調
理
方
法

や
器
に
も
こ
だ

わ
っ
た
。

　
創
作
イ
タ
リ

ア
ン
バ
イ
キ
ン

グ
は
、
サ
ラ
ダ

や
魚
介
料
理
、

肉
料
理
、
デ
ザ

ー
ト
な
ど
、
好
き
な
も
の
を

選
べ
る
。

　
▽
ホ
テ
ル
森
の
風
鶯
宿
は

岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町
鶯
宿


の

の
１
。
☎
０
１
２
０

（
１
２
３
）３
８
９
。http:/

/morinokaze.com/

　
山
形
県
か
み
の
や
ま
温
泉

の
「
日
本
の
宿
　
古
窯
」

（
佐
藤
洋
詩
恵
社
長
）
は
、

み
ち
の
く
東
北
を
代
表
す
る

名
旅
館
の
一
つ
。

　
そ
の
名
前
は
、
敷
地
内
か

ら
発
掘
さ
れ
た
、
今
か
ら
約

１
３
０
０
年
前
の
奈
良
時
代

の
窯
跡
に
由
来
す
る
。
同
館

で
は
素
焼
の
皿
に
絵
付
け
を

し
て
も
ら
う
楽
焼
を
宿
泊
客

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
ほ
か
、

館
内
の
回
廊
に
は
各
界
の
著

名
人
の
楽
焼
の
作
品
を
展

示
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
。
約
３
３
０
０

枚
の
中
か
ら
約
千
枚
を
展

示
。
石
原
裕
次
郎
、
美
空
ひ

ば
り
、
坂
本
九
、
岡
本
太
郎

と
、
昭
和
の
歴
史
を
彩
っ
た

人
々
の
作
品
は

ま
さ
に
古
窯
の

歴
史
そ
の
も

の
。
人
柄
や
思

想
、
哲
学
ま
で

う
か
が
え
る
１

枚
の
楽
焼
と
、

同
じ
宿
で
く
つ

ろ
ぐ
ひ
と
時
に

思
い
を
馳
せ
な

が
ら
、
ゆ
っ
た

り
と
過
ご
せ
る

空
間
だ
。

　
施
設
、料
理
、

サ
ー
ビ
ス
と
、

い
ず
れ
も
ハ
イ

レ
ベ
ル
に
あ
る

中
で
、
同
館
の
料
理
は
最
高

級
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
、
契
約
農

家
か
ら
直
送
さ
れ
る
野
菜
な

ど
、
〝
土
の
香
り
の
す
る
〟

地
元
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
。

　
牛
肉
は
純
国
産
の
地
元
ブ

ラ
ン
ド
、
米
沢

牛
ま
た
は
山
形

牛
。
そ
の
中
で

も
牛
肉
に
こ
だ

わ
り
が
あ
り
、

「
全
国
屈
指
の

牛
肉
を
、
最
高

に
お
い
し
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
食

べ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
、
昭

和

年
、
現
会

長
自
ら
が
市
場

に
出
向
き
、
最

高
ラ
ン
ク
の
Ａ

５
級
の
牛
を
一

頭
買
い
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
以
来
、
こ
の

手
法
は
今
に
受
け
継
が
れ
、

ス
テ
ー
キ
、
蒸
し
し
ゃ
ぶ
、

朴
葉
焼
き
と
、
全
て
の
部
位

に
合
わ
せ
た
料
理
献
立
を
考

案
。
古
窯
特
製
の
ご
ま
だ
れ

で
食
す
す
き
焼
き
は
、
特
に

賞
味
し
た
い
逸
品
だ
。

　
じ
ゅ
ん
さ
い
、
だ
だ
ち
ゃ

豆
、
蛍
い
か
と
、
そ
の
時
期

な
ら
で
は
の
厳
選
素
材

品

を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
盛
り
付

け
た
「
彩
り

品
」
は
、
食

べ
て
お
い
し
く
、
眺
め
て
も

楽
し
い
自
慢
の
懐
石
膳
。

　
ま
た
、
地
元
の
郷
土
食
を

生
か
し
、
日
本
の
歳
時
記
を

盛
り
込
ん
だ
前
菜
も
評
判

だ
。

　
▽
日
本
の
宿
　
古
窯
は
山

形
県
上
山
市
葉
山
５
の

。

☎
０
２
３
（
６
７
２
）
５
４

５
４
。http://www.koyoga.c

om/

そ
の
時
期
な
ら
で
は
の
厳
選
素
材
を

盛
り
付
け
た
「
彩
り

品
」

館
内
の
回
廊
に
著
名
人
の
楽
焼
を
展

示
（
岡
本
太
郎
作
品
）

（１１） 第２９５２号第３種郵便物認可２０１８年（平成３０年）８月３１日（金曜日）

で
も
、
自
館
の
こ
だ
わ
り
を
強
く
打
ち
出
し
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る

軒
を
紹
介
す
る
。

（
こ
の
特
集
は
、
本
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
コ
ム
」
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
観
光
経
済
新

聞
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
公
式
ペ
ー
ジ
」
「
観
光
経
済
新
聞
ツ
イ
ッ
タ
ー
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
と
の

連
動
企
画
で
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
１
日
１
宿
ず
つ
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
）

　
繁
盛
旅
館
に
は
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
温
泉
、
料
理
、
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
ほ
か
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
を
進
め
た
り
、
女
性
客
に
優
し
い
配
慮
を
し
て
い
る
旅
館
も
最
近
増
え
て
き
て

い
る
。
宿
泊
業
界
全
体
が
厳
し
い
環
境
の
中
、
こ
れ
ら
の
旅
館
は
顧
客
か
ら
強
い
支
持
を
集
め

て
い
る
。
観
光
経
済
新
聞
社
主
催
、
観
光
庁
、
観
光
関
係
８
団
体
後
援
の
「
２
０
１
７
年
度
人

気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
」
（
旅
行
業
者
に
よ
る
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
の
人
気
投
票
）
の
中

本社主催「人気温泉旅館ホテル選」に
５回以上入選した施設に贈られる「５つ星」
の認定証

本社主催、年度人気温泉旅館ホテル選認定証授与式（１月日、東京）


